
東京理科大学天文研究部の観測計画

足 立 潔 史

東京理科大学天文研究部OB会では、 1 9 7 3年の アフ リカ日食、 1 9 7 6年のオーストラリ

ア日食に続いて3回目の海外日食蜆測隊遠征を計画している。 今回はアフリカ及びィンドにも同

時に観測隊を派遣し、 アフ リカからインドに至る日食の経過中約2時間にコロナの微細構造がど

のように変化するかを観測の主題として取り上げる。

以下に計画の概要を記す。

ア フ リカ観測隊

（コー ディネ ー クー 〕

〔観 測 地〕

〔日

〔費

程〕

用〕

〔募集人員〕

〔そ の 他〕

イソド観測隊
-

〔コー プィ不 ー タ ー 〕

〔観 測 地〕

〔日 程〕

〔費 用〕

〔募集人員）

〔そ の 他〕

佐々木 勝 浩

（国立科学博物館技官）

ケニ ア、 ボイ近辺

2月1 0日- 2月2 2日(1 2日間）

¥6 1 5, 0 0 0

2 5名程度

ポイには4日間滞在し、 機材の準備に万全を期す。

観測後はサファリ・ ツ アーの予定
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（日食情報センクー）

インド、 ライチュア近辺

2月1 2日~ 2月2 2日(1 0日間）

¥3 4 5, 0 0 0

2 5名程度

ライチ ユアには4日間滞在し、 機材の準備に万全を期す。

観測後はヒマラヤのマウンテン・ ツ アーの予定

計画内容の詳細についての問い合せは

足 立 潔 史
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